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【主要論文要旨】 

生徒は，公的な教育を受ける前から，日常経験を通してさまざまな概念を獲得する。

素朴概念と呼ばれるこうした概念は，直観的に形成され，特定の状況と深く結び付いて

いる。そのため，素朴概念は，学校で教えられる科学的概念とは異なっていることが多

い。発達と教育にかかわる心理学者たちは，生徒は，科学的に誤った素朴概念を理科の

授業に持ち込んでおり，そのことが，学習内容の深い理解の達成を妨げていることを示

してきた。こうした先行研究の知見に基づくと，生徒の素朴概念を考慮に入れた，新し

い効果的な教授法を考案する必要があるだろう。そのためには，まず，素朴概念と概念

変化についての詳細な調査を行い，概念発達についての理論を発展させることが求めら

れる。 

本研究の主な目的は，音と熱の素朴概念の特徴を明らかにし，発達に伴う概念変化の

過程を調べることであった。前者については研究 1 から研究 6 で，後者については研究

7 から研究 10 で検討した（ただし，研究 10 は教育実践のための有益な示唆を得るため

の予備的研究であった）。研究 1 では，音と熱について，文系大学生がどのような概念

を有しているかを調査した。研究 2，3 では，研究 1 と同様の課題を用い，方法論的な

違いが結果に与える影響について検討した。さらに，研究 4，5，6 では，さまざまな

課題文脈を設定し，音と熱の概念を多面的に捉えると同時に，課題文脈が結果に与える

影響を調べた。研究 7，8 では，概念変化について，特に公教育の影響を明らかにする

ため，公的学習前の小学生と，科学的概念や考えに，継続的に触れている理系大学生を

対象として，音概念の発達的変化を調査した。研究 9 では，音と熱という異なる物理事

象の発達的変化の過程を比較し，その同異点を明らかにした。研究 10 では，教育的示

唆を得るために，光の単元についての理科の授業場面を観察し，科学的に誤った素朴概

念に対する生徒の反応を調べた。 

本研究の結果，以下の 3 点が明らかになった。（1）音と熱は本来物質ではないが，

いずれも物質と考えられている。（2）公的学習前には，音も熱も「重い物質」と考え

られているが，公的学習後には，熱は「軽い物質」と考えられるようになる。（3）こ

うした変化は，公的学習内容の影響を強く受けている。最後にこれらの結果に基づいて，

素朴概念および概念変化に関する既存の理論について考察を行い，さらに教育実践につ

いての示唆を提供した。 


